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TSS,RJE端局からなる TRセンター

桁正士
＊ 

1. はじめに

現在，大阪電気通信大学は全国共同利用の大阪大学大型計算機センターのTSSCTime

Sh a r i n g Sys t em)端局と RJ E (Remote Job Entry)端局とを持つTRセン

ターを設置し，研究活動において大型計算機を大いに利用させていただいている。 TSS端局

は50bps1回線でNECのN6 0 2 0ターミナルを接続したものであり， RJE端局は

2400bps 1回線によってNEAC3200-70,CRCCard Reader) ,LP(Line 

Pr i n t er) , MT (Mag n e t i c Tape)などを接続したものである。これらについての詳

細は後述する。

さて，大阪電気通信大学は寝屋川市にキャンパスを持つ工学部 7学科（電子工学科，通信工

学科，電子物性工学科，電子機械工学科，経営工学科，精密工学科，応用電子工学科）と短期

大学部とを有する電子・通信・情報を専門とする大学として知られているが，私学であるので

多聞にもれずその財政的基盤は弱い。現在大学には事務処理センターとして守口市に電子計算

機センターがあるが，もともと研究用，教育用としての大学独自の電子計算機センターがなか

った。このような状況下で研究用の大型電子計算機の必要性は日に日に高まり，そこで着目し

たのが全国共同利用の大型計算機センターの利用である。第 6地区に所属する本学が大阪大学

のセンターをリモートで利用させていただくことを計画したのが昭和 47年で，文部省の私学

助成金を受けて昭和48年度にTSS端局を，昭和 50年度にRJE端局を開設した。 RJE

端局を開設して約 1年が経過した現在，課題申請者は約 30名にものぽり，毎日ジョブもかな

りの量にのぽっている。

本文は以上に述べてきた本学のTRセンターの現状報告である。

2. 端局とその利用状況

第 1図，第 2図にTSS端局， RJE端局の構成図を示す。 TSS端局としてN6 0 2 0を2

台設置しているのは， 1台はオンラインで使用し，他の 1台はオフラインにして紙テープ作成

などを行なうためである。このTSS端局で，たとえば昭和 50年度全体で会話件数971件箪

CPU時間 82,314秒の処理がなされた。 RJE端局は 2400bps全2重回線を利用してジ

＊ 全国共同利用大型計算機センター大阪電気通信大学連絡所 責任者 教授
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第 1図 タイム・シェアリング・システム構成図

磁気テープ

第 2図 リモート・バッチ・システム構成図

ョブの入出力を効果的に行なえるようにしている。ジョブ入力はカードベースでCR(NEC 

C-61-1)によって行ない，ジョプ出力はシート印刷でLP(NEC C-7001)に

よって行なっているが，場合によってはMT(NEC C-4 O 7 ON 2台）や磁気ディスク装

個 (NEC C-4 6 7 ON l台）も使用する。このRJE端局で，たとえば昭和 5l年度 l1 

月分の統計によると処理件数45 0件（ほとんどAジョブ）， CPU時間 20,148秒，

LP出力 7,215枚， CR入力 159,093枚が利用された n

課題申請者は工学部7学科，教養課程，短期大学部の教員で，ほとんどが科学技術計算で

あり，使用言語はFORTRAN,COBOLである。
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3. TRセンターの現状と計画

上述のTSS,RJEの端局からなる TRセンターには， MCS(Media Conversion 

System)の計画があって，これはTSS,RJEでジョプ処理をする際の前処理や後処理

をするためのシステムである。第 3図に示すように前処理してとしては，たとえばデータレコ
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＼ 豆
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Iディスク 1

第3図媒体変換システム構成図（計画中）

ーダに録音してきたアナログデータをAD(Analog-Dig i ta l) コンパータで変換した

後にPT(Paper Tape) ,MT, デイスクなど希望のメデイアに変換するとか， X線写真

やグラフなどを FSS(Flying Spot Scanner)などでデイジタル情報としてこれを

希望のメデイアに変換するなどである。また後処理としては，たとえばRJEで処理した結果

をMTにとっておき，これをMCSにかけてXYプロッターに打ち出すとか， CRT(Cath-

ode Ray Tube)デイスプレイで見ることができるようにすることである。現在，この

MCSはCPUとしてミニコンが 1台設骰されているにすぎないが計画中のMCSが全て完備

されて初めて研究用として行きとどいた機能を十分に発揮するものと関係者は考えている。

次に，このTRセンターにはAVGS(Audio Visual Guidance System)や

CATS(Computer Assisted Teaching System)といった設備が既に設謹

されている。これらは，このTSS,RJE,MCSなどを利用するとき利用者が誤まりなく

正確に利用できるようにするための利用者教育用システムである。 AVGSとして現在本学で
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開発してあるものは， SLP(Slide Projector)とCTR(Casette Tape 

Recorder)とを組み合わせた自動ガイダンス装置であり，これは利用者がただ押しボタン

スイッチを押すだけで，知りたい情報が画像と音声とで流れてくるものである。

1)そして教材の全てが終了すると自動的にリセットして電源をOFFにし次の利用者を待つ

という機能をもっている。このAVGSは無人で四六時中情報提供を可能にするものである。
2)-4) 

CATSは，これも本学で開発したものであるが，第 4図にその構成を示す。 これは

一種のCAI(Computer Assisted Instruction)であって，コンピュータ・

コントロールによる集団学習用の装置である。利用者がCATSの部屋に入り机に着くと個人

中央処理装置

マイクロコンピュータ SMC-8 0 

紙テープリーダ 紙テープパンチャー

学習端末制御装置 回答収集装置

スライド
プロジエクタ 3台

学習指示装置 回答器 30台

第 4図 コンピュータ・アシステッド・ティーチング・システム

個人に端末機が置かれていて，端末機の出欠席のスイッチをONにするとこの端末とコンピュ

ータとが接続される。学習開始予定時刻がくると 3台の SLPから教材が映し出され， CTR

から音声が流れて教材が提示される。教材は，解説ー問題ーヒントー正解提示と強化といった

ステップで構成されていて，まず利用者各個人に知ってもらいたい内容の解説があって，続い

てその内容が理解されたかどうかを調べる多枝選択の問題が出る。問題の解答は端末機の押し
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ボタンスイッチで行なう。押しボタンスイッチによる反応が十分多いときは正解番号を示し，

また誤答にはその理由を示して次のステップヘ移る。もし問題が難かしく解答者が少ないとき

はヒントを提示してから問題に解答させるようになっている。

以上のようにTRセンターは単に大阪大学大型計算機センターのTSS,RJEの端局であ

るだけでなく，これらの端局を十分使いこなすようにも配慮されている。第 5図にTRセンタ

ーの配圏図を示す。

共同電算機室 C2階）

＼らせん階段

本館 (2階）

第 5図 TRセンター配置図

4, TRセンターの管理運営

TRセンターは本学では全学的な共同利用施設として位誼づけられていて，管理運営は TR

センター会議， TRセンター運営委員会によって行なわれている。 TRセンター会議はTRセ

ンター長，連絡所責任者（端局責任者），全課題申請者（教員）で構成されていて，この会議

で基本方針を決定する。

TRセンター運営委員会は，連絡所責任者（端局貴任者），課題申請者の代表（教員），そ

の他必要に応じてTRセンター専従技術職員，事務局会計関係職員らによって構成され， TR

センター会議で決められた基本方針に基づいて具体的に立案したり運営したりしている。
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運営委員にはTSS,RJE,MCSの技術面を担当するシステム担当委員，課題申請者で

ある TRセンター利用者の教育と広報を担当する教育広報担当委員，学外との渉外や学内諸部

局との連絡などの総務担当委員などを置いている。

5. むすび

TRセンターは，発足して 1年，幾多の問題を解決しながら進んできた。まず共同利用施設

が皆無であった本学にとって，このTRセンターの諸設備を共同利用として有効に利用しても

らえるようになったのはつい最近のことである。 1年を経過した今日，全学的にようやく共同

利用の考えが定着してきたといえる。

次に利用者の教育についてであるが，これは大切であると同時に大変でもある。 AVGS, 

CATSといった装置をもっと有効に使ってもらうためには教材の開発は不可欠である。これ

には中心になってこれを実行してくれる人，労力，時間，費用などが必要である。運営委員の

中には大阪大学大型計算機センターを中心にしたCASISS研究会 (Computer Assis-

ted Self-organizing Intormation Serving System)のメンバーもい

て教材開発は一応スムーズに進みつつある。

最後に私学として関心の高い問題は財政的なものである。私学に対する公費助成が強く叫ば

れている今日，こうした全国共同利用の大型計算機センターの機能をリモートで便利にしかも

安価に利用させていただくのは，公費助成の新しい一形態であって，他の私学に多いにすすめ

たいと考えているが，その場合でも端局諸設備，建物などへの文部省の助成を大いに期待した

し、

゜
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